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１
現在の野々市町町民の防犯

意識と２年後の野々市町町民

の防犯意識の差

30[％]up 自己判断

住民に防犯意識を高めてほしいし、住

民にも防犯意識を高めようという意識

はある

２
利用者が喜ぶ解決策の配布

の対象

野々市町全住宅、ま

たはアパートの一部

屋に一部

自己判断

配布されない世帯がでる恐れがある

３
利用者の負担にならない解決

策の配布の方法

回覧板もしくは班長

が各世帯を回るなど

最適な方法を選択

自己判断

班長に負担がかかる可能性がある

４
利用者が興味を示す紙面 色使いや文字の大き

さなどを工夫

自己判断

人によって感じ方が違うため、見ても

らえない人がいる可能性がある

工大生が鍵を閉めない

警戒心が弱い

防犯意識が薄い

野々市町民が治安良いと
思い込んでいる

カギを閉めない家が多い

テーマ選定の流れ
防犯意識が薄い

金沢市より野々市
町の方が不法侵入

の被害が多い

問題立証
▼調査基本情報
調査対象：野々市町住民
有効回答数：４０名

a 運営経費/年 25万円以内/年 大和印刷所のホームページ料金表より

印刷代1万枚109,000と世帯数19,191で

考えて、25万はかかってしまう

b 冊子の大きさ Ａ４ 自己判断

費用を最低限におさえるため

c 野々市町の犯罪状況を知らせる 90％ 自己判断

全世帯に知らせるのが目的のため

d 防犯対策の情報を知らせる 90％ 自己判断

全世帯に知らせるのが目的のため

問題点の存在の証拠

解決策の達成条件 対象の前提条件

◆1ページ目に情報を多く記載
→見る人を引き付ける

◆文字やグラフが大きい
→年配の方にも簡潔で内容が分かりやすい

◆身近に起きている被害情報、空き巣の侵入
方法、侵入をあきらめる時間などの詳しい
データを掲載。

◆未然に防ぐ方法や、空き巣狙いの撃退方
法に関して、さまざまな情報が箇条書きで分
かりやすく掲載。

◆冊子自体がコンパクトで場所を取らない。


